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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】構成品の成形が容易であり、組み立てが容易な
カード用コネクタを提供する。
【解決手段】カードが挿入される第１ハウジング１と、
カードに係止して進退する第１スライダ５と、第１スラ
イダ５に軸部が回転可能に保持される第１回転カム部材
７と、第１回転カム部材７を付勢する圧縮コイルばね８
と、を備える。第１スライダ５は、第１回転カム部材７
の端部に設けた第１山形歯と噛み合う第２山形歯を有す
る。第１回転カム部材７は、幅の広い第１突条と幅の狭
い第２突条を軸部の外周に交互に設ける。カードを挿入
すると、第１回転カム部材７が所定角度回動して、第１
突条が通過溝１４の始端に対向するので、第１スライダ
５がロックされる。カードを再度押すと、第１回転カム
部材７が所定角度回動して、第２突条が通過溝１４の始
端に対向するので、カードを排出できる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カードが挿入される凹部を設ける平板状の第１ハウジングと、
　この第１ハウジングの凹部を覆う平坦面を設けるカバーと、
　前記第１ハウジングの凹部の片翼に配置して、前記カードの挿入方向と略平行に進退運
動のみが許容される帯板状の第１スライダと、
　この第１スライダに保持されて軸方向に僅かに移動すると共に回転可能な第１回転カム
部材と、
　この第１回転カム部材を前記カードが排出する方向に力を付勢する付勢手段と、を備え
、
　前記第１ハウジングは、前記第１スライダの長手方向に沿って対向配置する第１突起及
び第２突起を案内する第１直線溝及び第２直線溝を有し、
　前記第１スライダは、当該第１スライダの長手方向と略直交する方向に突出して前記カ
ードの端縁が当接可能な鉤片を有し、
　前記第１回転カム部材は、
　円柱状の軸部の外周に放射状に突出する複数の突条であって、幅の広い第１突条と幅の
狭い第２突条を交互に設ける複数の突条と、
　前記軸部の一方の端部に設けて軸方向に突出する複数のラチェット状の第１山形歯と、
　前記軸部の他方の端部に設けて前記付勢手段の他方の端部が当接する端面と、を有し、
　前記第１ハウジングは、
　前記軸部の外周を受ける第１劣弧溝と、
　前記第１突起を案内する前記第１直線溝に連通して前記第２突条の一つのみが通過可能
な通過溝と、
　この通過溝の始端の両翼に形成された一対の第１傾斜面であって、前記第１回転カム部
材の進退方向と所定の角度で同じ方向に交差する一対の第１傾斜面と、を設け、
　前記第１スライダは、
　外周方向に開口して前記軸部の外周を保持する第１軸受部と、
　前記第１山形歯と噛み合って当該第１回転カム部材を間欠的に一方の方向に回転させる
複数のラチェット状の第２山形歯と、を設け、
　前記第１突条及び前記第２突条は、一対の前記第１傾斜面に当接して当該第１回転カム
部材を間欠的に一方の方向に回転させる第２傾斜面を前記第１山形歯が突出する方向に設
け、
　前記第１ハウジングは、その両面に対向する一対の金型で主として成形されるカード用
コネクタ。
【請求項２】
　カードが挿入される凹部を設ける平板状の第２ハウジングと、
　この第２ハウジングの凹部を覆う平坦面を設けるカバーと、
　前記第２ハウジングの凹部の片翼に配置して、前記カードの挿入方向と略平行に進退運
動のみが許容される帯板状の第２スライダと、
　この第２スライダに保持されて軸方向に僅かに移動すると共に回転可能な第２回転カム
部材と、
　この第２回転カム部材を前記カードが排出する方向に力を付勢する付勢手段と、を備え
、
　前記第２ハウジングは、前記第２スライダの長手方向に沿って配置する第３突起を案内
する第３直線溝を有し、
　前記第２スライダは、当該第２スライダの長手方向と略直交する方向に突出して前記カ
ードの端縁が当接可能な鉤片を有し、
　前記第２回転カム部材は、
　円柱状の軸部の外周に相反する向きに突出する一対の第３突条と、
　前記軸部の一方の端部に設けて軸方向に突出する複数のラチェット状の第１山形歯と、
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　前記軸部の他方の端部に設けて前記付勢手段の他方の端部が当接する端面と、を有し、
　前記第２ハウジングは、
　前記軸部の外周を受ける第２劣弧溝と、
　この第２劣弧溝と軸中心を共有して前記一対の第３突条を除外する前記軸部の外周のみ
が通過可能な円弧溝と、
　この円弧溝の始端の両翼に形成された一対の第３傾斜面であって、前記第２回転カム部
材の進退方向と所定の角度で同じ方向に交差する一対の第３傾斜面と、を設け、
　前記第２スライダは、
　外周方向に開口して前記軸部の外周を保持する第２軸受部と、
　前記第１山形歯と噛み合って当該第２回転カム部材を間欠的に一方の方向に回転させる
複数のラチェット状の第２山形歯と、を設け、
　前記第３突条は、一対の前記第３傾斜面に当接して当該第２回転カム部材を間欠的に一
方の方向に回転させる第４傾斜面を前記第１山形歯が突出する方向に設け、
　前記第２ハウジングは、その両面に対向する一対の金型で主として成形されるカード用
コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カード用コネクタに関する。特に、カードの排出を容易にするイジェクト機
構付きのカード用コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　いわゆる、プッシュ・プッシュ型と呼ばれるイジェクト機構付きカード用コネクタは、
カードをコネクタに挿入（プッシュ）するとロックされる。又、カードを押すと、ロック
が解除されてカードがコネクタから排出される。プッシュ・プッシュ型のカード用コネク
タは、カードを押圧操作することにより、内部に備わるイジェクト機構がカードの排出を
容易にしている。
【０００３】
　上述したプッシュ・プッシュ型のイジェクト機構としては、ハート状のカム溝を形成す
るスライダ、及びハート状のカム溝に案内される案内棒を備えるイジェクト機構が知られ
ている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　上述したイジェクト機構を備えるコネクタは、カードの押圧操作により案内棒の一端が
ハート状のカム溝を移動し、カードの係止位置と排出位置を規定している。しかし、特許
文献１によるコネクタは、幅広のスライダをハウジングの内部に備えるので、コネクタの
外形を大きくするという不具合があった。
【０００５】
　上述した不具合を解消するため、カードの係止及び排出機構を小型にすることにより、
小型のカード用コネクタが開示されている（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００５－０７１６６７号公報
【特許文献２】特開２０００－１９５５８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　図２０は、特許文献２によるカード用コネクタに備わるハウジングの部分拡大斜視図で
ある。本願の図２０は、特許文献２の図１０に相当している。図２１は、特許文献２によ
るカード用コネクタに備わるトレイの平面図である。本願の図２１は、特許文献２の図４
に相当している。
【０００７】
　図２２は、特許文献２によるカード用コネクタに備わる回転カム部材の図であり、図２
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２（Ａ）は、回転カム部材の右側面図、図２２（Ｂ）は、回転カム部材の正面図、図２２
（Ｃ）は、回転カム部材の左側面図である。本願の図２２は、特許文献２の図１３に相当
している。
【０００８】
　図２０から図２２を参照すると、特許文献２によるカード用コネクタは、板状のハウジ
ング９１とトレイ９２を備えている。ハウジング９１は、複数のコンタクト（図示せず）
を凹部９１０に配置している。トレイ９２は、凹部９１０に対して摺動可能とされ、カー
ド（図示せず）を受容可能となっている。
【０００９】
　図２０から図２２において、トレイ９２は、前位置でカードを受容して後方へと移動さ
れるとき、後位置に維持されるようにハウジング９１に係合されている。そして、トレイ
９２が再度後側に押圧されると、係合が解除されて再度前位置へと復帰するよう構成され
ている。
【００１０】
　図２１を参照すると、トレイ９２は、本体の一側から突出する突部９２０、及び突部９
２０から後方へと延びる柱部９２１を有している。柱部９２１の後端には、ラチェット状
の複数の歯９２３を放射状に形成している。
【００１１】
　一方、図２０を参照すると、ハウジング９１は、トレイ９２の摺動方向ｘ（図２１参照
）に延びて、連通しそれぞれ前後に位置する第１キャビティ９１１及び第２キャビティ９
１２を有している。
【００１２】
　又、図２０及び図２２を参照すると、特許文献２によるカード用コネクタは、第２キャ
ビティ９１２の内部で摺動及び回動が可能な回転カム部材９３を備えている。回転カム部
材９３は、圧縮コイルばね（図示せず）で力を付勢されて前方に移動できる。又、第１キ
ャビティ９１１内では、回転カム部材９３は、回転が制約されて、進退運動のみが許容さ
れる。
【００１３】
　図２１及び図２２を参照すると、回転カム部材９３は、柱部９２１の歯９２３と噛み合
うラチェット状の複数の歯９３１を一方の端部に有している。又、回転カム部材９３の本
体９３０の外周には、等間隔に本体９３０の長手方向に延びる突条９３２を三つ突設して
いる。
【００１４】
　図２０及び図２２を参照すると、三つの突条２６０の外面は、円弧状に形成されており
、第２キャビティ９１２の内部を回転できる。一方、第１キャビティ９１１は、断面が略
円形であり、３方向に等間隔で放射状に溝を形成している。これらの溝は、第１キャビテ
ィ９１１の長手方向に沿って延び、その内の一つは底面が面開口した溝９１１ｃとなり、
他の２つは底面が閉塞した溝９１１ａ・９１１ｂとなっている。突条９３２は、これらの
溝９１１ａ・９１１ｂ・９１１ｃに案内されて、移動できる。
【００１５】
　特許文献２によるカード用コネクタは、上記のとおり構成しているので、カードの押圧
によりトレイ９２を後方に移動すると、柱部９２１に押圧されて、回転カム部材９３が移
動する。
【００１６】
　そして、回転カム部材９３が第１キャビティ９１１から第２キャビティ９１２へと移動
すると、回転カム部材９３が一方の方向に回転して、突条９３２の端面が第１キャビティ
９１１と第２キャビティ９１２の境界の壁９１４に係止されて、トレイ９２が逆行困難な
停止位置となる。
【００１７】
　トレイ９２が再度後方に押されると、回転カム部材９３が一方の方向に回転して、突条
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９３２が溝９１１ａ・９１１ｂ・９１１ｃに係合してトレイ９２を押し出し、カードを排
出できる。
【００１８】
　しかし、図２０を参照すると、特許文献２によるカード用コネクタは、ハウジング９１
を成形するに当たり、Ｘ方向に対向する一対の金型とＹ方向に対向する一対の金型を少な
くとも必要としている。したがって、ハウジング９１の製造原価を低減できない要因の一
つのとなっている。
【００１９】
　又、図２０から図２２を参照すると、特許文献２によるカード用コネクタは、組立が容
易でない構成となっている。
【００２０】
　構成品をいたずらに増やすことなく、構成品の形状を工夫することにより、構成品の成
形が容易な、カードの係止及び排出機構を備えるコネクタ、又は組み立てが容易な、カー
ドの係止及び排出機構を備えるコネクタが実現できれば、カード用コネクタの製造原価の
低減に寄与できる。そして、以上のことが本発明の課題といってよい。
【００２１】
　本発明は、このような問題に鑑みてなされたものであり、構成品の成形が容易であり、
かつ、組み立てが容易なカード用コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明者は、カードの先端縁に係止して進退可能なスライダに回転カム部材を内装する
仕組みにより、これらの課題が解決可能なことを見出し、これに基づいて、以下のような
新たなカード用コネクタを発明するに至った。
【００２３】
　（１）　カードが挿入される凹部を設ける平板状の第１ハウジングと、この第１ハウジ
ングの凹部を覆う平坦面を設けるカバーと、前記第１ハウジングの凹部の片翼に配置して
、前記カードの挿入方向と略平行に進退運動のみが許容される帯板状の第１スライダと、
この第１スライダに保持されて軸方向に僅かに移動すると共に回転可能な第１回転カム部
材と、この第１回転カム部材を前記カードが排出する方向に力を付勢する付勢手段と、を
備え、前記第１ハウジングは、前記第１スライダの長手方向に沿って対向配置する第１突
起及び第２突起を案内する第１直線溝及び第２直線溝を有し、前記第１スライダは、当該
第１スライダの長手方向と略直交する方向に突出して前記カードの端縁が当接可能な鉤片
を有し、前記第１回転カム部材は、円柱状の軸部の外周に放射状に突出する複数の突条で
あって、幅の広い第１突条と幅の狭い第２突条を交互に設ける複数の突条と、前記軸部の
一方の端部に設けて軸方向に突出する複数のラチェット状の第１山形歯と、前記軸部の他
方の端部に設けて前記付勢手段の他方の端部が当接する端面と、を有し、前記第１ハウジ
ングは、前記軸部の外周を受ける第１劣弧溝と、前記第１突起を案内する前記第１直線溝
に連通して前記第２突条の一つのみが通過可能な通過溝と、この通過溝の始端の両翼に形
成された一対の第１傾斜面であって、前記第１回転カム部材の進退方向と所定の角度で同
じ方向に交差する一対の第１傾斜面と、を設け、前記第１スライダは、外周方向に開口し
て前記軸部の外周を保持する第１軸受部と、前記第１山形歯と噛み合って当該第１回転カ
ム部材を間欠的に一方の方向に回転させる複数のラチェット状の第２山形歯と、を設け、
前記第１突条及び前記第２突条は、一対の前記第１傾斜面に当接して当該第１回転カム部
材を間欠的に一方の方向に回転させる第２傾斜面を前記第１山形歯が突出する方向に設け
、前記第１ハウジングは、その両面に対向する一対の金型で主として成形されるカード用
コネクタ。
【００２４】
　（１）の発明によるカード用コネクタは、平板状の第１ハウジング、カバー、及び帯板
状の第１スライダを備えている。第１ハウジングは、カードが挿入される凹部を設けてい
る。カバーは、第１ハウジングの凹部を覆う平坦面を設けている。第１スライダは、第１
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ハウジングの凹部の片翼に配置している。又、第１スライダは、カードの挿入方向と略平
行に進退運動のみが許容される。
【００２５】
　又、（１）の発明によるカード用コネクタは、第１回転カム部材と付勢手段を備えてい
る。第１回転カム部材は、第１スライダに保持されており、軸方向に僅かに移動すると共
に回転可能となっている。付勢手段は、第１回転カム部材をカードが排出する方向に力を
付勢している。
【００２６】
　第１ハウジングは、第１直線溝及び第２直線溝を有している。第１直線溝及び第２直線
溝は、第１スライダの長手方向に沿って対向配置する第１突起及び第２突起を案内する。
第１スライダは、鉤片を有している。鉤片は、第１スライダの長手方向と略直交する方向
に突出しており、カードの端縁が当接可能となっている。
【００２７】
　第１回転カム部材は、複数の突条、複数のラチェット状の第１山形歯、及び端面を有し
ている。複数の突条は、円柱状の軸部の外周に放射状に突出している。そして、複数の突
条は、幅の広い第１突条と幅の狭い第２突条を交互に設けている。第１山形歯は、軸部の
一方の端部に設けており、軸方向に突出している。端面は、軸部の他方の端部に設けてお
り、付勢手段の他方の端部が当接する。
【００２８】
　更に、第１ハウジングは、第１劣弧溝、通過溝、及び一対の第１傾斜面を設けている。
第１劣弧溝は、軸部の外周を受けている。通過溝は、第１突起を案内する第１直線溝に連
通しており、第２突条の一つのみが通過可能となっている。一対の第１傾斜面は、通過溝
の始端の両翼に形成されており、第１回転カム部材の進退方向と所定の角度で同じ方向に
交差している。
【００２９】
　又、第１スライダは、第１軸受部と複数のラチェット状の第２山形歯を設けている。第
１軸受部は、外周方向に開口しており、軸部の外周を保持している。第２山形歯は、第１
山形歯と噛み合って、第１回転カム部材を間欠的に一方の方向に回転させる。
【００３０】
　第１突条及び第２突条は、第１山形歯が突出する方向にそれぞれ第２傾斜面を設けてい
る。第２傾斜面は、一対の第１傾斜面に当接して第１回転カム部材を間欠的に一方の方向
に回転させる。そして、第１ハウジングは、その両面に対向する一対の金型で主として成
形されている。
【００３１】
　ここで、第１ハウジング及び後述する第２ハウジングは、絶縁性を有することが好まし
い。そして、絶縁性のハウジングとは、非導電性の材料からなるハウジングのことであっ
てよく、合成樹脂を成形して、所望の形状の絶縁性のハウジングを得ることができる。
【００３２】
　例えば、第１及び第２ハウジングは、基端部から先端部に向かって略平行に延びる一対
のアームと、これら一対のアームの基端部同士を連結する連結部と、を有してよく、一対
のアームには、互いに対向しかつ先端部から基端部に至る溝を設けてよく、これらの溝に
カードの両翼が案内されて、カードを第１ハウジング又は第２１ハウジングに収容できる
。
【００３３】
　第１及び第２ハウジングの基端部に圧入又はモールディング（一体成型）により、複数
のコンタクトを固定してよく、コンタクトの一端がカードの端子（電気端子）に接触して
よく、コンタクトの他端がプリント基板にはんだ接合されることが好ましい。コンタクト
の他端は、プリント基板に無はんだ接続されてもよい。
【００３４】
　コンタクトは、ピンコンタクトであってよく、ソケットコンタクトであってよく、カン
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チレバーコンタクトなどのばね性を有する板コンタクトであってもよい。カードに設けら
れた端子の種別に対応して、適宜なコンタクトが選択される。
【００３５】
　カバーは、例えば、金属薄板からなり、展開された金属薄板を成形加工することにより
、所望の形状のカバーを得ることができる。カバーは、導電性の金属薄板からなることが
好ましく、カバーの平坦面が第１及び第２ハウジングを覆うことによりシールド効果が得
られる。又、カバーの平坦面が第１ハウジング又は第２ハウジングを覆うことにより、第
１スライダ又は第２スライダの浮き上がりを防止できる。
【００３６】
　カバーは、その両翼が略直角に折り曲げ加工されて、一対の両翼片を形成してよく、こ
れらの両翼片に開口を形成し、第１ハウジング又は第２ハウジングの両側面に突出する突
起に係止できる。又、カバーは、その両翼片にプリント基板にはんだ接合される複数のリ
ード端子を設けてよく、このカード用コネクタをプリント基板に表面実装できる。
【００３７】
　第１軸受部は、軸部の直径より僅かに大きく外周方向に開口することが好ましく、軸部
を外周方向から挿入して、軸部を保持できる。第１劣弧溝は、軸部の直径より小さく開口
しており、第１軸受部に当接することなく、軸部の外周を部分的に支持できる。
【００３８】
　第１スライダと第１回転カム部材は、間欠運動装置を構成している。第１軸受部と複数
の第２山形歯は、軸中心を共有して対向配置しており、第２山形歯に対して第１山形歯が
進退することにより、第１回転カム部材を間欠的に一方の方向に回転できる。又、第１ス
ライダと第１回転カム部材は、第１回転カム部材が進退しながら回転する、立体カム装置
を構成しているということもできる。
【００３９】
　カードをカード用コネクタに挿入していない状態では、第１スライダは、付勢手段（実
体として、圧縮コイルばね）に付勢されて、第１ハウジングの先端部側に移動して停止し
ている（待機している）。
【００４０】
　この待機状態では、付勢手段に付勢されて、第１山形歯は、第２山形歯に向かう力を付
与されている。又、この待機状態では、第１山形歯が第２山形歯と僅かに噛み合って、第
１回転カム部材は、一方の方向に回転する力を付与されているが、通過溝に第１突条が規
制されて、第１回転カム部材の回転が停止されている。
【００４１】
　カードをカード用コネクタに挿入すると、カードの端縁が鉤片に当接して、第１スライ
ダ及び第１回転カム部材を基端部側に移動できる。この移動過程では、第１山形歯が第２
山形歯と僅かに噛み合って、第１回転カム部材は、一方の方向に回転する力を付与されて
いるが、通過溝に第２突条が規制されて、第１回転カム部材の回転が停止されている。
【００４２】
　カードを凹部の基端部側に押し切ると、第１スライダが停止して、第１回転カム部材の
軸方向に移動する運動が第１山形歯と第２山形歯が噛み合う回転運動に変換される。つま
り、第１回転カム部材が間欠的に一方の方向に回動する。
【００４３】
　カードを凹部の基端部側に押し切った状態から、カードを解放すると、第１回転カム部
材が付勢手段に付勢されて、初期の状態に移動する。そして、第２傾斜面が第１傾斜面に
当接して、第１回転カム部材が間欠的に更に回動する。
【００４４】
　この状態では、幅の広い第１突条が通過溝の始端に対向しているので、第１回転カム部
材の移動は困難である。つまり、第１ハウジングに対して第１スライダがロックされる。
【００４５】
　このロック状態から、カードを略凹部の基端部側に押し切ると、第１山形歯と第２山形
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歯が噛み合って、第１回転カム部材が間欠的に一方の方向に回動する。そして、カードを
解放すると、第２傾斜面が第１傾斜面に当接して、第１回転カム部材が間欠的に更に回動
する。
【００４６】
　この状態では、幅の狭い第２突条が通過溝の始端に対向しているので、第１回転カム部
材が移動できる。つまり、カードが鉤片に引きずられて、カード用コネクタからカードを
排出できる。
【００４７】
　このように、（１）の発明によるカード用コネクタは、カードをコネクタに挿入（プッ
シュ）するとロックされ、カードを押すと、ロックが解除されてカードがコネクタから排
出される、プッシュ・プッシュ型のカード用コネクタを実現している。
【００４８】
　（１）の発明によるカード用コネクタは、特許文献２によるハウジングのように、板厚
方向から成形される第１キャビティを第１ハウジングが設けておらず、第１ハウジングは
、その両面に対向する一対の金型で主として成形される。したがって、第１ハウジングの
製造原価の低減に寄与できる。
【００４９】
　又、（１）の発明によるカード用コネクタは、第１ハウジング、第１回転カム部材、及
び第１スライダを積み重ねるように組み立てることができ、組み立てが容易なカード用コ
ネクタを提供できる。
【００５０】
　（２）　カードが挿入される凹部を設ける平板状の第２ハウジングと、この第２ハウジ
ングの凹部を覆う平坦面を設けるカバーと、前記第２ハウジングの凹部の片翼に配置して
、前記カードの挿入方向と略平行に進退運動のみが許容される帯板状の第２スライダと、
この第２スライダに保持されて軸方向に僅かに移動すると共に回転可能な第２回転カム部
材と、この第２回転カム部材を前記カードが排出する方向に力を付勢する付勢手段と、を
備え、前記第２ハウジングは、前記第２スライダの長手方向に沿って配置する第３突起を
案内する第３直線溝を有し、前記第２スライダは、当該第２スライダの長手方向と略直交
する方向に突出して前記カードの端縁が当接可能な鉤片を有し、前記第２回転カム部材は
、円柱状の軸部の外周に相反する向きに突出する一対の第３突条と、前記軸部の一方の端
部に設けて軸方向に突出する複数のラチェット状の第１山形歯と、前記軸部の他方の端部
に設けて前記付勢手段の他方の端部が当接する端面と、を有し、前記第２ハウジングは、
前記軸部の外周を受ける第２劣弧溝と、この第２劣弧溝と軸中心を共有して前記一対の第
３突条を除外する前記軸部の外周のみが通過可能な円弧溝と、この円弧溝の始端の両翼に
形成された一対の第３傾斜面であって、前記第２回転カム部材の進退方向と所定の角度で
同じ方向に交差する一対の第３傾斜面と、を設け、前記第２スライダは、外周方向に開口
して前記軸部の外周を保持する第２軸受部と、前記第１山形歯と噛み合って当該第２回転
カム部材を間欠的に一方の方向に回転させる複数のラチェット状の第２山形歯と、を設け
、前記第３突条は、一対の前記第３傾斜面に当接して当該第２回転カム部材を間欠的に一
方の方向に回転させる第４傾斜面を前記第１山形歯が突出する方向に設け、前記第２ハウ
ジングは、その両面に対向する一対の金型で主として成形されるカード用コネクタ。
【００５１】
　（２）の発明によるカード用コネクタは、平板状の第２ハウジング、カバー、及び帯板
状の第２スライダを備えている。第２ハウジングは、カードが挿入される凹部を設けてい
る。カバーは、第２ハウジングの凹部を覆う平坦面を設けている。第２スライダは、第２
ハウジングの凹部の片翼に配置している。又、第２スライダは、カードの挿入方向と略平
行に進退運動のみが許容される。
【００５２】
　又、（２）の発明によるカード用コネクタは、第２回転カム部材と付勢手段を備えてい
る。第２回転カム部材は、第２スライダに保持されており、軸方向に僅かに移動すると共
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に回転可能となっている。付勢手段は、第２回転カム部材をカードが排出する方向に力を
付勢している。
【００５３】
　第２ハウジングは、第３直線溝を有している。第３直線溝は、第２スライダの長手方向
に沿って配置する第３突起を案内する。第２スライダは、鉤片を有している。鉤片は、第
２スライダの長手方向と略直交する方向に突出しており、カードの端縁が当接可能となっ
ている。
【００５４】
　第２回転カム部材は、一対の第３突条、複数のラチェット状の第１山形歯、及び端面を
有している。一対の第３突条は、円柱状の軸部の外周に相反する向きに突出している。第
１山形歯は、軸部の一方の端部に設けており、軸方向に突出している。端面は、軸部の他
方の端部に設けており、付勢手段の他方の端部が当接する。
【００５５】
　更に、第２ハウジングは、第２劣弧溝、円弧溝、及び一対の第３傾斜面を設けている。
第２劣弧溝は、軸部の外周を受けている。円弧溝は、第２劣弧溝と軸中心を共有しており
、一対の第３突条を除外する軸部の外周のみが通過可能となっている。一対の第３傾斜面
は、円弧溝の始端の両翼に形成されており、第２回転カム部材の進退方向と所定の角度で
同じ方向に交差している。
【００５６】
　又、第２スライダは、第２軸受部と複数のラチェット状の第２山形歯を設けている。第
２軸受部は、外周方向に開口しており、軸部の外周を保持している。第２山形歯は、第１
山形歯と噛み合って、第２回転カム部材を間欠的に一方の方向に回転させる。
【００５７】
　一対の第３突条は、第１山形歯が突出する方向にそれぞれ第４傾斜面を設けている。第
４傾斜面は、第３傾斜面に当接して第２回転カム部材を間欠的に一方の方向に回転させる
。そして、第２ハウジングは、その両面に対向する一対の金型で主として成形されている
。
【００５８】
　第２軸受部は、軸部の直径より僅かに大きく外周方向に開口することが好ましく、軸部
を外周方向から挿入して、軸部を保持できる。第２劣弧溝は、軸部の直径より小さく開口
しており、第２軸受部に当接することなく、軸部の外周を部分的に支持できる。
【００５９】
　第２スライダと第２回転カム部材は、間欠運動装置を構成している。第２軸受部と複数
の第２山形歯は、軸中心を共有して対向配置しており、第２山形歯に対して第１山形歯が
進退することにより、第２回転カム部材を間欠的に一方の方向に回転できる。又、第２ス
ライダと第２回転カム部材は、第１回転カム部材が進退しながら回転する、立体カム装置
を構成しているということもできる。
【００６０】
　カードをカード用コネクタに挿入していない状態では、第２スライダは、付勢手段（実
体として、圧縮コイルばね）に付勢されて、第２ハウジングの先端部側に移動して停止し
ている（待機している）。
【００６１】
　この待機状態では、付勢手段に付勢されて、第１山形歯は、第２山形歯に向かう力を付
与されている。又、この待機状態では、第１山形歯が第２山形歯と僅かに噛み合って、第
２回転カム部材は、一方の方向に回転する力を付与されているが、円弧溝の両翼に一対の
第３突条が規制されて、第２回転カム部材の回転が停止されている。
【００６２】
　カードをカード用コネクタに挿入すると、カードの端縁が鉤片に当接して、第２スライ
ダ及び第２回転カム部材を基端部側に移動できる。この移動過程では、第１山形歯が第２
山形歯と僅かに噛み合って、第２回転カム部材は、一方の方向に回転する力を付与されて
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いるが、円弧溝の両翼に一対の第３突条が規制されて、第２回転カム部材の回転が停止さ
れている。
【００６３】
　カードを凹部の基端部側に押し切ると、第２スライダが停止して、第３突条が円弧溝か
ら解放される。そして、第２回転カム部材が付勢手段に付勢されて、第１回転カム部材の
軸方向に移動する運動が第１山形歯と第２山形歯が噛み合う回転運動に変換される。つま
り、第２回転カム部材が間欠的に一方の方向に回動する。
【００６４】
　カードを凹部の基端部側に押し切った状態から、カードを解放すると、第２回転カム部
材が付勢手段に付勢されて、初期の状態に移動する。そして、第４傾斜面が第２傾斜面に
当接して、第２回転カム部材が間欠的に更に回動する。
【００６５】
　この状態では、一対の第３突条のいずれか一方の第３突条が円弧溝の始端に対向してい
るので、第２回転カム部材の移動は困難である。つまり、第２ハウジングに対して第２ス
ライダがロックされる。
【００６６】
　このロック状態から、カードを略凹部の基端部側に押し切ると、第１山形歯と第２山形
歯が噛み合って、第２回転カム部材が間欠的に一方の方向に回動する。そして、カードを
解放すると、第４傾斜面が第３傾斜面に当接して、第２回転カム部材が間欠的に更に回動
する。
【００６７】
　この状態では、一対の第３突条を除外する軸部の外周が円弧溝の始端に対向しているの
で、第２回転カム部材が移動できる。つまり、カードが鉤片に引きずられて、カード用コ
ネクタからカードを排出できる。
【００６８】
　このように、（２）の発明によるカード用コネクタは、カードをコネクタに挿入（プッ
シュ）するとロックされ、カードを押すと、ロックが解除されてカードがコネクタから排
出される、プッシュ・プッシュ型のカード用コネクタを実現している。
【００６９】
　（２）の発明によるカード用コネクタは、特許文献２によるハウジングのように、板厚
方向から成形される第１キャビティを第２ハウジングが設けておらず、第２ハウジングは
、その両面に対向する一対の金型で主として成形される。したがって、第２ハウジングの
製造原価の低減に寄与できる。
【００７０】
　又、（２）の発明によるカード用コネクタは、第２ハウジング、第２回転カム部材、及
び第２スライダを積み重ねるように組み立てることができ、組み立てが容易なカード用コ
ネクタを提供できる。
【発明の効果】
【００７１】
　本発明によるカード用コネクタは、カードをコネクタに挿入（プッシュ）するとロック
され、カードを押すと、ロックが解除されてカードがコネクタから排出される、プッシュ
・プッシュ型のカード用コネクタを実現している。
【００７２】
　又、発明によるカード用コネクタは、特許文献２によるハウジングのように、板厚方向
から成形される第１キャビティをハウジングが設けておらず、ハウジングは、その両面に
対向する一対の金型で主として成形される。したがって、ハウジングの製造原価の低減に
寄与できる。
【００７３】
　更に、本発明によるカード用コネクタは、ハウジング、回転カム部材、及びスライダを
積み重ねるように組み立てることができ、組み立てが容易なカード用コネクタを提供でき
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る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７４】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための最良の形態を説明する。
【００７５】
　図１は、本発明によるカード用コネクタ（以下、コネクタと略称する）の第１実施形態
を示す斜視図であり、カードが装着された状態図である。図２は、前記第１実施形態によ
るコネクタの斜視分解組立図であり、カバーが分離された状態図である。
【００７６】
　図３は、前記第１実施形態によるコネクタの斜視分解組立図であり、カバーが取りはず
された状態図である。図４は、前記第１実施形態によるコネクタの斜視分解組立図であり
、前記第１実施形態によるコネクタを下面側から観ている。図５は、前記第１実施形態に
よるコネクタの斜視分解組立図であり、第１スライダ、第１回転カム部材、及び圧縮コイ
ルばねで構成している。
【００７７】
　図６は、前記第１実施形態によるコネクタを下面から観た斜視図であり、第１回転カム
部材が第１ハウジングにロックした状態図である。図７は、前記第１実施形態によるコネ
クタを下面から観た斜視図であり、図６の状態変化図である。図８は、前記第１実施形態
によるコネクタを下面から観た斜視図であり、図７の状態変化図である。図９は、前記第
１実施形態によるコネクタを下面から観た斜視図であり、カードを挿入していない待機状
態図である。
【００７８】
　図１０は、前記第１実施形態によるコネクタにカードを挿入してロックされた状態図で
あり、図１０（Ａ）は図６の横断面図、図１０（Ｂ）は図１０（Ａ）の平面図である。図
１１は、図１０の状態変化図であり、図１１（Ａ）は図７の横断面図、図１１（Ｂ）は図
１１（Ａ）の平面図である。図１２は、図１１の状態変化図であり、図１２（Ａ）は図９
の横断面図、図１２（Ｂ）は図１２（Ａ）の平面図である。
【００７９】
　図１３は、前記第１実施形態によるコネクタにカードを挿入して押しきった状態図であ
り、図１３（Ａ）は図１２（Ａ）の状態変化図、図１３（Ｂ）は図１３（Ａ）の平面図で
ある。
【００８０】
　図１４は、本発明によるコネクタの第２実施形態を示す斜視分解組立図であり、カバー
が取りはずされた状態図である。図１５は、前記第２実施形態によるコネクタの斜視分解
組立図であり、第２スライダ、第２回転カム部材、及び圧縮コイルばねで構成している。
【００８１】
　図１６は、前記第２実施形態によるコネクタにカードを挿入してロックされた状態図で
あり、図１６（Ａ）は図１０（Ａ）に対応する横断面図、図１６（Ｂ）は図１６（Ａ）の
平面図である。図１７は、図１６の状態変化図であり、図１７（Ａ）は図１１（Ａ）に対
応する横断面図、図１７（Ｂ）は図１７（Ａ）の平面図である。図１８は、図１７の状態
変化図であり、図１８（Ａ）は図１２（Ａ）に対応する横断面図、図１８（Ｂ）は図１８
（Ａ）の平面図である。
【００８２】
　図１９は、前記第２実施形態によるコネクタにカードを挿入して押しきった状態図であ
り、図１９（Ａ）は図１８（Ａ）の状態変化図、図１９（Ｂ）は図１９（Ａ）の平面図で
ある。
【００８３】
　最初に、本発明の第１実施形態によるコネクタの構成を説明する。図１から図５を参照
すると、第１実施形態によるコネクタ１００は、平板状の第１ハウジング１、カバー３、
及び帯板状の第１スライダ５を備えている。第１ハウジング１は、カード１ｃが挿入され
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る凹部１０を設けている。カバー３は、第１ハウジング１の凹部１０を覆う平坦面３０を
設けている。第１スライダ５は、第１ハウジング１の凹部１０の片翼に配置している。又
、第１スライダ５は、カード１ｃの挿入方向と略平行に進退運動のみが許容される。
【００８４】
　又、図１から図５を参照すると、コネクタ１００は、第１回転カム部材７と圧縮コイル
ばね（付勢手段）８を備えている。第１回転カム部材７は、第１スライダ５に保持されて
おり、軸方向に僅かに移動すると共に回転可能となっている。圧縮コイルばね８は、第１
回転カム部材７をカード１ｃが排出する方向に力を付勢している。
【００８５】
　図１から図５を参照すると、第１ハウジング１は、第１直線溝１１及び第２直線溝１２
を有している。第１直線溝１１及び第２直線溝１２は、第１スライダ５の長手方向に沿っ
て対向配置する第１突起５１及び第２突起５２を案内する。
【００８６】
　図１から図５を参照すると、第１スライダ５は、鉤片５３を有している。鉤片５３は、
第１スライダ５の長手方向と略直交する方向に突出しており、カード１ｃの端縁が当接可
能となっている。
【００８７】
　図３又は図５を参照すると、第１回転カム部材７は、複数の突条７０、複数のラチェッ
ト状の第１山形歯７３、及び端面７４を有している。複数の突条７０は、円柱状の軸部７
０ａの外周に放射状に突出している。そして、複数の突条７０は、幅の広い第１突条７１
と幅の狭い第２突条７２を交互に設けている。第１山形歯６３は、軸部７０ａの一方の端
部に設けており、軸方向に突出している。端面７４は、軸部７０ａの他方の端部に設けて
おり、圧縮コイルばね８の他方の端部が当接する。
【００８８】
　更に、図２から図５を参照すると、第１ハウジング１は、第１劣弧溝１３、通過溝１４
、及び一対の第１傾斜面１５・１５を設けている。第１劣弧溝１３は、軸部７０ａの外周
を受けている。通過溝１４は、第１突起５１を案内する第１直線溝１１に連通しており、
第２突条７２の一つのみが通過可能となっている。一対の第１傾斜面１５・１５は、通過
溝１４の始端の両翼に形成されており、第１回転カム部材７の進退方向と所定の角度で同
じ方向に交差している。
【００８９】
　又、図５を参照すると、第１スライダ５は、第１軸受部５４と複数のラチェット状の第
２山形歯５５を設けている。第１軸受部５４は、外周方向に開口しており、軸部７０ａの
外周を保持している。第２山形歯５５は、第１山形歯７３と噛み合って、第１回転カム部
材７を間欠的に一方の方向に回転させる。
【００９０】
　図４又は図５を参照すると、第１突条７１及び第２突条７２は、第１山形歯７３が突出
する方向にそれぞれ第２傾斜面７１２・７２２を設けている（図６又は図９参照）。第２
傾斜面７１２・７２２は、一対の第１傾斜面１５・１５に当接して、第１回転カム部材７
を間欠的に一方の方向に回転させる。
【００９１】
　図２又は図３を参照すると、第１及び第２ハウジングは、基端部から先端部に向かって
略平行に延びる一対のアーム１６・１６と、一対のアーム１６・１６の基端部同士を連結
する連結部１７と、を有している。
【００９２】
　又、図２又は図３を参照すると、一対のアーム１６・１６には、互いに対向しかつ先端
部から基端部に至る一対の溝１６ａ・１６ａを設けている。一対の溝１６ａ・１６ａにカ
ード１ｃの両翼が案内されて、カード１ｃを第１ハウジング１に収容できる（図１参照）
。
【００９３】
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　図２又は図３を参照すると、第１ハウジング１の基端部に複数のコンタクト９を固定し
ている。これらのコンタクト９の一端がカードの端子（図示せず）に接触してよく、コン
タクト９の他端がプリント基板１ｐにはんだ接合される（図１参照）。
【００９４】
　図１又は図２を参照すると、カバー３は、金属薄板からなり、展開された金属薄板が成
形加工されている。カバー３は、導電性の金属薄板からなり、カバー３の平坦面３０が第
１ハウジング１を覆うことによりシールド効果が得られる。又、カバー３の平坦面３０が
第１ハウジング１を覆うことにより、第１スライダ５の浮き上がりを防止できる。
【００９５】
　図１又は図２を参照すると、カバー３は、その両翼が略直角に折り曲げ加工されて、一
対の両翼片３１・３１を形成している。そして、一対の両翼片３１・３１に複数の開口３
１ａを形成しており、第１ハウジング１の両側面に突出する突起１７ａに係止できる。又
、カバー３は、その両翼片３１・３１にプリント基板１ｐにはんだ接合される複数のリー
ド端子を設けており、コネクタ１００をプリント基板１ｐに表面実装できる。
【００９６】
　次に、本発明の第１実施形態によるコネクタ１００の作用及び動作を説明する。
【００９７】
　図３又は図５を参照すると、第１軸受部５４は、軸部７０ａの直径より僅かに大きく外
周方向に開口している。軸部７０ａを外周方向から第１軸受部５４に挿入して、軸部７０
ａを保持できる。第１劣弧溝１３は、軸部７０ａの直径より小さく開口しており、第１ス
ライダ５に当接することなく、軸部７０ａの外周を部分的に支持できる。
【００９８】
　図２から図５において、第１スライダ５と第１回転カム部材７は、間欠運動装置を構成
している。第１軸受部５４と複数の第２山形歯５５は、軸中心を共有して対向配置してお
り、第２山形歯５５に対して第１山形歯７３が進退することにより、第１回転カム部材７
を間欠的に一方の方向に回転できる。又、第１スライダ５と第１回転カム部材７は、第１
回転カム部材７が進退しながら回転する、立体カム装置を構成している。
【００９９】
　図６及び図１０を参照すると、圧縮コイルばね８に付勢されて、第１山形歯７３は、第
２山形歯５５に向かう力を付与されている。図６に示された状態では、第１山形歯７３が
第２山形歯５５と僅かに噛み合っているが、第１回転カム部材７の回転が停止されている
。
【０１００】
　図１０を参照すると、圧縮コイルばね８に付勢されて、第１回転カム部材７は、第１ハ
ウジング１の先端部側に移動する力を付与されているが、幅の広い第１突条７１が通過溝
１４の始端に対向しているので、第１回転カム部材７の移動は困難である。つまり、第１
ハウジング１に対して第１スライダ５がロックされている。
【０１０１】
　なお、図１０から図１４に示された丸形のマークＭは、第１回転カム部材７の回転方向
及び回転順序を説明の便宜上、表したものであって、丸形のマークＭは実体として設けて
いない。
【０１０２】
　図７及び図１１を参照すると、次に、カード１ｃを凹部１０の基端部側に押し切ると、
第１スライダ５が停止して、第１回転カム部材７の軸方向に移動する運動が第１山形歯７
３と第２山形歯５５が噛み合う回転運動に変換される。つまり、第１回転カム部材７が間
欠的に一方の方向に回動する。
【０１０３】
　図８を参照すると、次に、カード１ｃを凹部１０の基端部側に押し切った状態からカー
ド１ｃを解放すると、圧縮コイルばね８に付勢されて、第１回転カム部材７が凹部１０の
先端部側に移動する。そして、第２突条７２の第２傾斜面７２２が通過溝１４の第１傾斜
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面１５に当接して、第１回転カム部材７が間欠的に更に回動する。なお、図８は、第１回
転カム部材７が間欠的に更に回動する直前の状態図である。
【０１０４】
　図９及び図１２を参照すると、第１回転カム部材７が１インデックス分だけ回動すると
、幅の狭い第２突条７２が通過溝１４の始端に対向しているので、第１回転カム部材７が
移動できる。つまり、カード１ｃが鉤片５３に引きずられて、カード用コネクタ１００か
らカード１ｃを排出できる。
【０１０５】
　又、図９は、カードをカード用コネクタに挿入していない状態図であって、第１スライ
ダ５は、圧縮コイルばね８に付勢されて、第１ハウジング１の先端部側に移動して待機し
ている。
【０１０６】
　図９に示された待機状態では、圧縮コイルばね８に付勢されて、第１山形歯７３は、第
２山形歯５５に向かう力を付与されている。又、この待機状態では、第１山形歯７３が第
２山形歯５５と僅かに噛み合って、第１回転カム部材７は、一方の方向に回転する力を付
与されているが、通過溝１４に第２突条７２が規制されて、第１回転カム部材７の回転が
停止されている。
【０１０７】
　図１３を参照すると、カード１ｃを凹部１０の基端部側に押し切ると、第１スライダ５
が停止して、第１回転カム部材７の軸方向に移動する運動が第１山形歯７３と第２山形歯
５５が噛み合う回転運動に変換される。つまり、第１回転カム部材７が間欠的に一方の方
向に回動する。
【０１０８】
　次に、カード１ｃを凹部１０の基端部側に押し切った状態から、カード１ｃを解放する
と、第１突条７１の第２傾斜面７１２が第１傾斜面１５に当接して、第１回転カム部材７
が間欠的に更に回動して、図６及び図１０に示されたロック状態になる。
【０１０９】
　このように、本発明の第１実施形態によるコネクタ１００は、カードをコネクタにプッ
シュするとロックされ、カードを押すと、ロックが解除されてカードがコネクタから排出
される、プッシュ・プッシュ型のカード用コネクタを実現している。
【０１１０】
　又、本発明の第１実施形態によるコネクタ１００は、特許文献２によるハウジングのよ
うに、板厚方向から成形される第１キャビティ９１１（図２０参照）を第１ハウジング１
が設けておらず、第１ハウジング１は、その両面に対向する一対の金型で主として成形さ
れる。したがって、第１ハウジング１の製造原価の低減に寄与できる。
【０１１１】
　更に、本発明の第１実施形態によるコネクタ１００は、第１ハウジング１、第１回転カ
ム部材７、及び第１スライダ５を積み重ねるように組み立てることができ、組み立てが容
易なカード用コネクタを提供できる。
【０１１２】
　次に、本発明の第２実施形態によるコネクタの構成を説明する。なお、以下の説明にお
いて、第１実施形態で使用した符号と同じ符号の構成品は、その作用を同一とするので、
説明を割愛する場合がある。
【０１１３】
　図１４又は図１５を参照すると、第２実施形態によるコネクタ２００は、平板状の第２
ハウジング２、カバー３（図１又は図２参照）、及び帯板状の第２スライダ４を備えてい
る。第２ハウジング２は、カード１ｃが挿入される凹部１０を設けている。第２スライダ
４は、第２ハウジング２の凹部１０の片翼に配置している。又、第２スライダ４は、カー
ド１ｃの挿入方向と略平行に進退運動のみが許容される。
【０１１４】
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　図１４又は図１５を参照すると、コネクタ２００は、第２回転カム部材６と圧縮コイル
ばね（付勢手段）８を備えている。第２回転カム部材６は、第２スライダ４に保持されて
おり、軸方向に僅かに移動すると共に回転可能となっている。圧縮コイルばね８は、第２
回転カム部材６をカード１ｃが排出する方向に力を付勢している（図１参照）。
【０１１５】
　図１４又は図１５を参照すると、第２ハウジング２は、第３直線溝２２を有している。
第３直線溝２２は、第２スライダ４の長手方向に沿って配置する第３突起４２を案内する
。
【０１１６】
　又、図１４又は図１５を参照すると、第２スライダ４は、鉤片４３を有している。鉤片
４３は、第２スライダ４の長手方向と略直交する方向に突出しており、カード１ｃの端縁
が当接可能となっている。
【０１１７】
　図１４又は図１５を参照すると、第２回転カム部材６は、一対の第３突条６１・６１、
複数のラチェット状の第１山形歯６３、及び端面６４を有している。一対の第３突条６１
・６１は、円柱状の軸部６０ａの外周に相反する向きに突出している。第１山形歯６３は
、軸部６０ａの一方の端部に設けており、軸方向に突出している。端面６４は、軸部６０
ａの他方の端部に設けており、圧縮コイルばね８の他方の端部が当接する。
【０１１８】
　更に、図１４又は図１５を参照すると、第２ハウジング２は、第２劣弧溝２３、円弧溝
２４、及び一対の第３傾斜面２５・２５（図示せず）を設けている。第２劣弧溝２３は、
軸部６０ａの外周を受けている。円弧溝２４は、第２劣弧溝２３と軸中心を共有しており
、一対の第３突条６１・６１を除外する軸部６０ａの外周のみが通過可能となっている。
一対の第３傾斜面２５・２５は、円弧溝２４の始端の両翼に形成されており、第２回転カ
ム部材６の進退方向と所定の角度で同じ方向に交差している。
【０１１９】
　又、図１５を参照すると、第２スライダ４は、第２軸受部４４と複数のラチェット状の
第２山形歯４５を設けている。第２軸受部４４は、外周方向に開口しており、軸部６０ａ
の外周を保持している。第２山形歯４５は、第１山形歯６３と噛み合って、第２回転カム
部材６を間欠的に一方の方向に回転させる。
【０１２０】
　図１５を参照すると、第３突条６１は、第１山形歯６３が突出する方向にそれぞれ第４
傾斜面６１１を設けている。第４傾斜面６１１は、一対の第３傾斜面２５（図示せず）に
当接して第２回転カム部材６を間欠的に一方の方向に回転させる。そして、第２ハウジン
グ２は、その両面に対向する一対の金型で主として成形されている。
【０１２１】
　次に、本発明の第２実施形態によるコネクタ２００の作用及び動作を説明する。
【０１２２】
　図１４又は図１５を参照すると、第２軸受部４４は、軸部６０ａの直径より僅かに大き
く外周方向に開口している。軸部６０ａを外周方向から第２軸受部４４に挿入して、軸部
６０ａを保持できる。第２劣弧溝２３は、軸部６０ａの直径より小さく開口しており、第
２スライダ４に当接することなく、軸部６０ａの外周を部分的に支持できる。
【０１２３】
　図１５を参照すると、第２スライダ４と第２回転カム部材６は、間欠運動装置を構成し
ている。第２軸受部４４と複数の第２山形歯４５は、軸中心を共有して対向配置しており
、第２山形歯４５に対して第１山形歯６３が進退することにより、第２回転カム部材６を
間欠的に一方の方向に回転できる。又、第２スライダ４と第２回転カム部材６は、第２回
転カム部材６が進退しながら回転する、立体カム装置を構成している。
【０１２４】
　次に、図６から図９を援用しながら、本発明の第２実施形態によるコネクタ２００の動
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作を説明する。
【０１２５】
　図６及び図１６を参照すると、圧縮コイルばね８に付勢されて、第１山形歯６３は、第
２山形歯４５に向かう力を付与されている。図６に示された状態では、第１山形歯７３が
第２山形歯４５と僅かに噛み合っているが、第２回転カム部材６の回転が停止されている
。
【０１２６】
　図１６を参照すると、圧縮コイルばね８に付勢されて、第２回転カム部材６は、第２ハ
ウジング２の先端部側に移動する力を付与されているが、第３突条６１が円弧溝２４の始
端に対向しているので、第２回転カム部材６の移動は困難である。つまり、第２ハウジン
グ２に対して第２スライダ４がロックされている。
【０１２７】
　図７及び図１７を参照すると、次に、カード１ｃを凹部１０の基端部側に押し切ると、
第２スライダ４が停止して、第２回転カム部材６の軸方向に移動する運動が第１山形歯６
３と第２山形歯４５が噛み合う回転運動に変換される。つまり、第２回転カム部材６が間
欠的に一方の方向に回動する。
【０１２８】
　次に、カード１ｃを凹部１０の基端部側に押し切った状態からカード１ｃを解放すると
、圧縮コイルばね８に付勢されて、第２回転カム部材６が凹部１０の先端部側に移動する
。そして、第３突条６１の第４傾斜面６１１が円弧溝２４の第３傾斜面２５に当接して、
第２回転カム部材６が間欠的に更に回動する。
【０１２９】
　図１８を参照すると、第２回転カム部材６が１インデックス分だけ回動すると、一対の
第３突条６１・６１を除外する軸部６０ａの外周が円弧溝２４の始端に対向しているので
、第２回転カム部材６が移動できる。つまり、カード１ｃが鉤片４３に引きずられて、コ
ネクタ２００からカード１ｃを排出できる。
【０１３０】
　図１９を参照すると、カード１ｃを凹部１０の基端部側に押し切ると、第２スライダ４
が停止して、第２回転カム部材６の軸方向に移動する運動が第１山形歯６３と第２山形歯
４５が噛み合う回転運動に変換される。つまり、第２回転カム部材６が間欠的に一方の方
向に回動する。
【０１３１】
　次に、カード１ｃを凹部１０の基端部側に押し切った状態から、カード１ｃを解放する
と、第３突条６１の第４傾斜面６１１が第３傾斜面２５に当接して、第２回転カム部材６
が間欠的に更に回動して、図１６に示されたロック状態になる。
【０１３２】
　このように、本発明の第２実施形態によるコネクタ２００は、カードをコネクタにプッ
シュするとロックされ、カードを押すと、ロックが解除されてカードがコネクタから排出
される、プッシュ・プッシュ型のカード用コネクタを実現している。
【０１３３】
　又、本発明の第２実施形態によるコネクタ２００は、特許文献２によるハウジングのよ
うに、板厚方向から成形される第１キャビティ９１１（図２０参照）を第２ハウジング２
が設けておらず、第２ハウジング２は、その両面に対向する一対の金型で主として成形さ
れる。したがって、第２ハウジング２の製造原価の低減に寄与できる。
【０１３４】
　更に、本発明の第２実施形態によるコネクタ２００は、第２ハウジング２、第２回転カ
ム部材６、及び第２スライダ４を積み重ねるように組み立てることができ、組み立てが容
易なカード用コネクタを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０１３５】
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【図１】本発明によるカード用コネクタの第１実施形態を示す斜視図であり、カードが装
着された状態図である。
【図２】前記第１実施形態によるカード用コネクタの斜視分解組立図であり、カバーが分
離された状態図である。
【図３】前記第１実施形態によるカード用コネクタの斜視分解組立図であり、カバーが取
りはずされた状態図である。
【図４】前記第１実施形態によるカード用コネクタの斜視分解組立図であり、前記第１実
施形態によるカード用コネクタを下面側から観ている。
【図５】前記第１実施形態によるカード用コネクタの斜視分解組立図であり、第１スライ
ダ、第１回転カム部材、及び圧縮コイルばねで構成している。
【図６】前記第１実施形態によるカード用コネクタを下面から観た斜視図であり、第１回
転カム部材が第１ハウジングにロックした状態図である。
【図７】前記第１実施形態によるカード用コネクタを下面から観た斜視図であり、図６の
状態変化図である。
【図８】前記第１実施形態によるカード用コネクタを下面から観た斜視図であり、図７の
状態変化図である。
【図９】前記第１実施形態によるカード用コネクタを下面から観た斜視図であり、カード
を挿入していない待機状態図である。
【図１０】図１０（Ａ）は図６の横断面図、図１０（Ｂ）は図１０（Ａ）の平面図である
。
【図１１】図１１（Ａ）は図７の横断面図、図１１（Ｂ）は図１１（Ａ）の平面図である
。
【図１２】図１２（Ａ）は図９の横断面図、図１２（Ｂ）は図１２（Ａ）の平面図である
。
【図１３】、図１３（Ａ）は図１２（Ａ）の状態変化図、図１３（Ｂ）は図１３（Ａ）の
平面図である。
【図１４】本発明によるカード用コネクタの第２実施形態を示す斜視分解組立図であり、
カバーが取りはずされた状態図である。
【図１５】前記第２実施形態によるカード用コネクタの斜視分解組立図であり、第２スラ
イダ、第２回転カム部材、及び圧縮コイルばねで構成している。
【図１６】図１６（Ａ）は図１０（Ａ）に対応する横断面図、図１６（Ｂ）は図１６（Ａ
）の平面図である。
【図１７】図１７（Ａ）は図１１（Ａ）に対応する横断面図、図１７（Ｂ）は図１７（Ａ
）の平面図である。
【図１８】図１８（Ａ）は図１２（Ａ）に対応する横断面図、図１８（Ｂ）は図１８（Ａ
）の平面図である。
【図１９】図１９（Ａ）は図１８（Ａ）の状態変化図、図１９（Ｂ）は図１９（Ａ）の平
面図である。
【図２０】従来技術によるカード用コネクタに備わるハウジングの部分拡大斜視図である
。
【図２１】従来技術によるカード用コネクタに備わるトレイの平面図である。
【図２２】従来技術によるカード用コネクタに備わる回転カム部材の図である。
【符号の説明】
【０１３６】
　１　第１ハウジング
　１ｃ　カード
　３　カバー
　５　第１スライダ
　７　第１回転カム部材
　８　圧縮コイルばね（付勢手段）
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　１０　凹部
　１１　第１直線溝
　１２　第２直線溝
　１３　第１劣弧溝
　１４　通過溝
　１５・１５　一対の第１傾斜面
　３０　平坦面
　５１　第１突起
　５２　第２突起
　５３　鉤片
　５４　第１軸受部
　５５　第２山形歯
　７０　突条
　７０ａ　軸部
　７１　第１突条
　７２　第２突条
　７３　第１山形歯
　７４　端面
　１００　コネクタ（カード用コネクタ）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１７】 【図１８】
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【図２１】

【図２２】
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